
稲田橋付近は、高田城築城時に開削し、
関川の流れを切り替えたとされている。

蛇行する関川の流れを巧みに利用した「外堀」

川のはん濫による浸水リスク、指定避難場所等は洪水ハザードマップを参考にしてください（上越市で公表・配布）。

今も残る築城当時の面影

。
北城町・上越大通り
（旧・国道 18号）の浸水状況

北城町の浸水状況
高田北城高校の屋上から東本町方向に撮影されたものと推測される。
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【航空レーザー計測による標高分布段彩図（2013 年計測）】

◆　内堀を掘り上げた土砂で本丸を嵩上げし、土塁を構築
　　した。

◆　儀明川は、もともとは現在の青田川の位置に流れてい
　　たものを、西側に約３ｋｍに渡って新規開削し、（Ｃ）
　　の箇所を塞いで現在の流れに付け替えた。

◆　青田川は、（Ｄ）の南城町で関川（今の外堀）に合流
　　していたものを、（Ｅ）の区間を新規開削して、元の
　　儀明川の流れに付け替えた。

◆　儀明川・青田川を付け替えた区間は、直線的であった
　　り、直角に曲がっていたりして、“不自然な形”である
　　ことからも「人工河川」であることがわかる。　

◆　元の川の流れがあった（Ｃ）（Ｄ）の区間や、人の手
　　で掘られた「百間堀（Ｆ）」は現在も形跡が残ってい
　　る。

◆　蛇行する関川の東側で（Ａ）、（Ｂ）区間を開削（シ
　　ョートカット）し、川の流れを切り離して旧流路を高
　　田城の外堀とした。

◆　東本町の街は、旧流路に沿って形成された微高地（自
　　然堤防）の上にあり、川の氾濫被害を受けにくいとこ
　　ろに立地している。




